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１．委員の指摘及び提言概要 

サブテーマ１及び２の要素技術研究についてはおおむね計画どおりに進んでいると判断できる。

触媒や酵素の発見によるバイオプラスチックの分解促進が予定以上に進んでいる。収量を向上させ

るための実験条件についての考察があるともっとよくなると思われる。サブテーマ３では、ケミカ

ルリサイクルを行う場合の費用と純度を考えて推定して欲しい。今後は、生産プロセス全体の考察

が必要になると思うので、前処理や反応条件をぜひご検討いただければと思う。バイオマスを原料

としたバイオプラスチックの生産に関しては高性能な触媒の探索などが実現したとしても、製品の

収率やコスト、副生物（未利用物質などを含む）の扱いなど多様な課題が山積する。Betterな方向

へ進むための定量性を有するデータ、知見の集積を期待したい。 

 

２．採点結果 
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